
JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会（TC-073A）

次世代技術WG（第２WG）　

第１回　会議　議事録（案）

1． 日時：2007年9月27日（木）　14：00～17：00

2． 場所：JCI第５会議室

3． 出席者： 16名　　(下線は欠席者)　　
西山峰広，春日昭夫，菅田昌宏，真鍋英規，丸田　誠，深井　悟，小室　努，増田安彦，上田博之，

福井　剛，阿波野昌幸，張　建東，杉田篤彦，廣井幸夫，西村一博，

大野一昭（JCI事務局）
4． 配付資料：

：議事次第

WG2－1
：第1回全体会議 議事録（案）

WG2－2
：第１章　一般事項（適用範囲）　（西山主査）

WG2－3
：PC関連告示（国交省告示第600号）による変更点（福井委員）

WG2－4
：土木におけるPC設計法（道路橋にて記載）（廣井委員）

WG2－5
：新PC規準の概要（深井委員）

WG2－6
：土木におけるPC最新技術（各土木側委員）

WG2－7
：道路橋と建築物における耐震設計の比較（張委員）

WG2－8
：知的制振システムを採用した事務所ビルの設計（小室委員）

5． 議事内容：

(1) 議事次第および事務連絡

・10月19日にJCI研究委員会がある。本委員会におけるこれまでの活動状況をまとめて報告する予定。

・廣井委員の自己紹介

(2) 第1回全体会議 議事録（案）の内容確認（資料WG2-1）

・特に質疑なし

(3) 「1.PC建築の設計法」、「2.PC建築の新しい設計法」について（資料WG2-2、WG2-3）

・現状の建築におけるPC設計法の概説ならびに新告示における限界耐力法の概説。限界耐力法は平成12年に公布された設計法であるが、平成19年6月に施行された新告示によりPC構造への適用も可能となった。

・従来の保有水平耐力設計と新しい限界耐力法を比較し、設計思想や地震力算定法の概要を述べてそれらの違いを示した。

・ここでは耐震設計法の概要だけを述べたが、常時に対する設計手法も整備されている。

(4) 「4.建築学会の方向：新PC規準」、「5.建築学会における部材設計の方向」（資料WG2-5）

・性能評価を主眼とする新しい設計法の制定を建築学会で検討しており、数年先を目処に新PC規準を作成することになっている。

・道路橋の設計では、これまで保有耐力計算が主流であったが、現在ではファイバーモデルを使った時刻歴応答解析を行って設計をすることが一般的となりつつある。

・現状の道路橋設計では、RCとPCとで許容応力度の取り方など、設計手法が若干異なっており、統一すべく議論を進めている段階である。つまり、建築と同様にRCからPCまでを統一的に扱う手法が求められている。

・建築の場合、時刻歴解析は結果を理解するのが難しいことから、普通の建築主事が判断できないため，高さ60m以上の超高層物件などに対しての大臣認定が適用される。限界耐力法は損傷の判断が比較的簡便に行えるため、時刻歴解析と保有耐力法の中間的な手法であると言える。

・土木でもラーメン架構が多くなってきているが、水平部材（梁）を塑性化させない設計が基本であり、ほとんど土木では接合部などの検討は行われていないのが現状である。

・土木では破壊モードを考えない、定められた入力地震波を用いて時刻歴応答解析を行い、かぶりコンクリートの剥離以前に応答が収まるようにすればよい。一方、建築では層崩壊など危険な破壊形式を避ける必要があるので、設計用外力以上の荷重を与えて解析を行い、破壊モードを確認する場合が多い。

・上部工は塑性化させない設計を行うので、弾性モデルで設計を行う。上部工を壊さず、下部工（柱側）を壊すのは補修が容易であることによる。

(5) WG2-4、WG2-7

・土木では構造体（道路橋、鉄道、・・）によって設計体系が異なっている。今回は、道路橋に焦点を当てて概説する。

・道路橋では常時荷重（使用状態）によって断面が決まることが多い。クリープ・乾燥収縮についてはプレストレスや材料特性を考慮し詳細に算出して設計に反映させている。

・建築で使用する設計用地震波には海洋型と直下型の区別がない、スペクトルは１つだけであるが、異なる位相を用いることでこれらの考慮を行っている。このような人工地震波を数種類作成し時刻歴応答解析を行うのが一般的である。

・道路橋の固有周期は、ピア高さによっても変化するが、おおよそ1～2秒前後のものが多い。

・建築設計では建築学会荷重指針に示されたハザードマップによる手法を用いることはほとんどない。建築基準法によって定められた方法によって地震力を算出している。

・道路橋示方書は、建築基準法と同等の「法律」である。地方自治体は独自の基準を定めることも可能であるが、実際には道路橋示方書が使用される。その他、JH独自の基準などもある。

・道路橋示方書では、従来耐久性の規定がなかったが、近年の改定で耐久性規定が盛り込まれるようになった（土木学会の示方書では従前から耐久性に関する規定が示されていた）。

・道路橋では大きな地震が起きるたびに、設計用の地震力がどんどん大きくなっている。これは道路橋が落ちて周辺に多大な被害を生じさせたりした結果、国が基準を更新してきたことによる。建築の場合、特に戸建て建築の場合の耐震設計はどのようになっているのか。隣家が倒壊して周辺に被害を及ぼすことも十分に考えられるのではないか？　→　木造の戸建てでも、壁量や筋交いの規定などによって耐震設計が行われている。また、断層があるから地震力を割り増すという考え方は建築ではない。
(6) 土木におけるPC最新技術（WG2-6）

・各社の保有する新技術をまとめて示したものである。

・P＆PH橋脚は中に人が入って作業できる。

・土木における近年の技術開発の主眼は、省力化や工期短縮であるといっても過言ではない。

・新技術を開発して新しく適用するのは建築ほど困難ではないが、NETIS登録などのオーソライズが必要である。また、国土交通省の仕事では実績のない工法は原則として使用できない。

・従来建築では、建築センターの認定を取ることで法規に記述されていない新工法の採用が可能であったが、近年の建築基準法改正により、これが不可能になった。

・道路橋示方書は「通達」であり、比較的柔軟に修正・改善できる環境にある。建築では、建築基準法に示された材料（JIS規格品）しか使えない。
(7) 建築におけるPC最新技術（WG2-8）

・USD685の電炉材を使用して緊張力を与えることでローコスト化することができる。一般的な手法として認められているわけではないので、大臣認定を取得するルートで設計を行っている。

・PC橋梁会社では低リラクセーションの鋼材を使用する方向にあるが、USD685は問題ないのか？　→　実験を行って、一般的なPC鋼材と同等レベルのリラクセーションであることを確認した。
(8) 次回のWGで取り上げてほしい話題

・PC建築の設計から施工の例を示してほしい、一般的なものから特殊なものまで。

・関西医大／六甲道（上田委員）

・山本ビル（阿波野委員）

・海老名ビル（福井委員）

・土木側、具体的な事例を2～3件ピックアップして紹介する

(9) なぜ今PCなのか？

・PCは高価なので使えない、使いにくいというのが建築側での一般的な評価であろう。建築にPCは必要なのかを知りたい。PCを利用した建築の例について、なぜPCが使用されたかなど調べることで、普及展開の糸口が掴めるのではないだろうか。

・土木で培ってきたPCの技術をできるだけ広く建築にも使ってほしいと考えているので、忌憚のない建築側の声を聞かせてほしい。
(10) 次回の第2WG開催予定

　日　時：2008年1月18日（金）14:00～17:00

　場　所：PC会館（新大阪）、詳細は別途連絡。

以　上　　　（記録：菅田）

PAGE  
2

